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放流籾宰試除姪退報告
疇 言

匹君躙 I」、芥茂雅

疇 I：：：応け吝重要尉璽合這、勇厨慢 l＝つ心＼ごは、年々丈麗の誰魚を放流して｀屋等翻窪

箪速tって紅が、その成果訳蓉習万ものが
‘
ーあ否。

寃1ご彬こ放流さ＇Aた稚奥が如何示苓萩冦て灰々のが明しうろ資預とま文ゐるが つまリ煎流危1こ

蜘祖踪｀戚畏度、 荻は放郊咋疇百音函環鱈院すなことによって、正爵莉蘊

碍果を花渥し9 て．放流華業の紅祖＋リ 毘瓢 I二於心奎要風智疇：：：寄輿 u芦‘ 。

• tt報告は席険美荒よリ十月末現在1ゴもて報告拉詞登した資料仁甚いて阪運めたもの乏ぁ句’ う、そ

れ以岳1こ報告さ九方モrて8時の遡吝モのか布る場合は訂正·主奉写芍ことを了さ九たヽ‘

因に本訳要lま如水区水産研究所の呑託罪要として仝所月愧詰官の宿涅によって実施レたもの之布否．
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本暉1:t:Iね庶荒諏虻疇uて

(I]項串放完試顎

放珀：面下畔翫して知用空蘊毎

涜茜苗

放譴苗暉形の文形の丘を供試す否寺こしだが、 時期的に 1甑垂這輝ず薙軒弼宮産

匹虹7)豆這、‘芦困し入キ困元伝呻骸哀冠‘rパ＝モ沢翠せ1i罪恥窃匡
雫し司戸年l:t.次免遥リz豆
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放流米面て布弓醗稲（り芹圧に民す苓調査芝市，行うた。

とUて、 以下辺べろ尋l二よって卑荒した．
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2 喋式方法

諏方尭は． 涯旱喋さ肯霧基祁1こ痣呑けエ即下謬元雲は 、 湮函臼吾1)円彩のセルロイド1=、 一

躙二郵府·E通し·7=もの亡赤、 齊． 淡苦及透明の千色とし、一面には平侯もの記号て、他面二は

畔さ疇Jし吉．1 I回の奎置はG.::3頁せちる。

霞翠さ‘珀け弓 I二は、 左手1＝鯉さ保痔しも

ギニ存つ芦木痴ご背蒋甚部中史勺毛内外下部

IごデfしV定方、 1忌品黍1二つ\. 石針金て涯し背祠

汽瞑さ涌しこ折由1ず．佗IJピ2~3回涙デ索

令郡王t)Jl:fr L、た ，

I祁忠我1:.よろ争・応へつ影誓さ畔丁否左の放

頂と缶行レて 仝衣l：：姐涯した笠三ぎ岳玩乏

京し左．

下双流方法

故流茫呉v，相違が 海涅つ面l二文細＝即丘

7J茫麟する声． 双淀l二当）こば｀汗モ渾，と治

岸との二在に放流冗痣さ笈＼ご試み｀右。京宅麟m碩華江1二了ヶ池要、夕濯前こ7前兵 合計

10ケ光奥に分けて放荒U=。

牛放流呉の回欣方ツ去

放流巽J)回敗如可は本試烹1尻否亨六装至要幸項こア否，併し京l1、う、 本荷芯O<..立文亡旦

漁且漠志が秤紅
｀
アリヌ用年嗅石て見吝打尽翠痔lおこlit. 洪華者の吊力工1芋つタトは忘1 位

コた目的逗底lニ ー・さごは、如：．速．べ弓秤I＝凡ゅ忘手段交コエ‘ て遠喪、↑ノ 忘‘ n、Iニエ切して．

イ 報導器自I＝にる用却

杢の厄旨己一般嘩知さセて、 勇雫吾j.,

みまらず煤月吊刀さ佼頼す3左めラヂオ、

研爪筵遥じて叫宅け左し

ロ、 ポスタ ー によ否菌豆

放流訳致実荒二glす苓弱目立1：：：阻渚勇二）

＼ての奴扱等芝郊らしめるZ欲図の苅きポスタ

ーさ作円して 合溺各負訊所、 市町打役慮

各学校等に醗布l.l左”

八 套賓箭llの喫施

涌魚回版7)効果さ更に危追こセ否ての、 芦

存旦再挿司浩者1=1森記念岳さ賭否と共l＝丈型

鯉耀諏放 9鵞
につV)てお厩レ if-

角：：モれこ て・宜上lfc.。
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＝ ＂報告知委託

癖腕区別に代表約滉虹鯉匹白譲等顎剋這疇罪呻ほ鳶麟

函l翻囀渥此詞

［―-―- 第2表 地区号l」剛旦辺甕塁＿ ＿―' 
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竺L江首郡窒咋=ピン·モ ‘バリ ・ 土竺組＿

栗置喜；：二三／

恥、
小浴痴 兵Aヽ楽．涸

ホ課釦四吉五挿問音か涯膵必浬して 百運裕亡
｀
呈頂詞査に当2芦。

ヘ 百補奥J}回1佼万逹こしこぽ．各地先莫扁前1こ固定用容君巧配布し又報吉用ぞご「f炉 ，且行恥
―

舌吉て依柑しで

(II）オ面 I；痔II土,=固す万椰空

匡李豆旬嗽荒1心に於け吝デ老漢諏定さ課窒·;r-3、：：：：の産卵肛‘／がさ調歪し芦平ヰ訂，至弄豆

町す I) 且誼特•9羽思'it酎同1二市百ホンモロコ1=ついて斤っ＝

疇瓦直のオ芦せ麟麟芦物等に訊‘ こIご．侶）部f'l這守 I ：諏、五マ芦｀― 至

携でだけこエ試特に，了只こ厄
＇
釦齢した

巽百方表

凋室はグ1藩虚I二内誹lご詑打不産111l涅につI.＼て）文の項目につ＼＼て行っ左。

1 産卿号7粍囲

g珊靖嘩初の荏我及附者況、宮

3、産 抑 室

産肌盪の幕中方茫iま社、及10糎平万の臣こ用、ヽ 之さ雷に面哀・ヒして 眈秤内に産着されr-11n数

で汲IJ定し之西互しi
S
,

4産lj呻附近吋斎屁

末草打つ埋頼、分布匠囲底買

(IJ 環蔀放流訳京

1 租詫作業

訳醗痒遥
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衷於ける能率につ＼＼て見ると御薪蒜

12999尾l芍して廷人宜朽人所要°如1 8 I 

人1 B平灼281尾の割合てちる（沖三表）但u

1 8は7扉囀と蒻 o

2 稗病l：：謬負体(/)彩

疇の裸屈 1＝よ苓蜘オ4表に見る叉似1:+t¼

亡甚だ少<.荏のて茂好てあっ左 0

:z3表堀諏作業能率

第4表 慄諏1二よ否捩耗率

二睫f
叉魚の放要＝件J}湿瞬V)"さ検当す苓吟泣Iゴ町毎レ亨翫l＝放賽し芦

・放泥匂顎碑

放流は6月298、308及7且1日、"3 B団に亘リ放諏面l二 1砂掟点に分けて知127?5尾

放流し芦（附1)
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尚gの天侯気果は次

の通リ亡充つた。

4 訳荒声

0 i 2.40 

放荒実尼I二茫立っ乏行つ左宣伝已情しく訊ぽ這hlは非稟荀威さ繋割窃濯匹斥配歪
現在(10月3'18)芦癒詰積激128環せ左つてせの振寝痢�10.8'/4左末して蒻o

尾
恥ゞ水直l二万究された謂国がその愕境I二落言、ヽ て'1臨左癸濱を逐げ否まて

‘
にはど•7)杯左を退茫

辿和1士衣庶有の存勤杖況、肝のを涵＝桐項襄茶7)蓑還成長度及瀑具この問探さ知百こと1：：
天つて霰A0月にす苓幸が出茉ると考へられぞ・此意昧からこの結果に基\.＼て検当さいて見互
ィ放流後が樗割壮 ‘ 冗

六性 ‘．寸号動畔I謂柘l？乃至比＝，又仄；睛T’ 亡和か｀＿泄台羹寝さ�L右咤果が現に
に紅か 、 之1如写訊立て已弓〒身一 臼匹m 1泄美のみに放流したもn力‘ ti
tf)て涌責さAL尋的 ｀シで現由住か巧 ｀済，代1ノか這窃汎重少ざあ苓声の全般的莉

→ける手1廿牢て下 ー
9 ，ピl浅I[、1戸菩手かう旦て 沖合部に放有し．さ均合京年1・ヘー

叶汀1=1o1)こ刃1、し 花売祐深·)でJ）はn,nセ71万杵泣1二庁与匿L c:.、莉頃，叩匂
!L.,.. ., 

切母:t:f L．． ーー 地亡別に ‘魚苔Jgt，;9ヨf朱汁ナ万ー 1;it囚1叶見コ苅ヽ ． 涌南問汲洒手阜·'い恥丑：
涌西祁ては1［即：忠‘ バ乞色色：検ゴして円言と、苅i芹『て口茫罪舅モる＼下共 ー

莉出 北山田他完ガ之iご；文いせふ ‘呼苓ては再共把宅7l'江日J的に弓｀字に3[IG尾茫字＇紐·
こrJ茎 こに次＼迂

｀
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湖西屯方-

i
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lS.\
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T
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>,J, 

ロ放流稼の経遜国嗽こ漁寝
放流さAばこから、"'c7)魚の環霞か＇肘の経退と共にとS閲：喪化す苓、り ‘ご百君寸す弓，：：： 、 理苗iの方
河l二妄陣とで否苧因1二つI..＼て疇、未さ与へ吝とモヘられ..,..
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宅週 日数と湮寝杖況に つ \.＼ て 見る とナ3衷及ナウ 寺1二 禾す通リ 亡之さ渓莉卒 l＝よって丑の1am
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早麟先が放英JJ衷＜ 又中の 湖さ
、
浄獲された も 7) も良好謬積さ末 して縫 。 湖声泄区 ゼば丈

体体形刀渭記） 事 項 西泄区に つ し＼ ては資粒7J\9灼釦＼たの 仕取は困舜て芍苓 o

〒 漠駆lJ l＝ 依這寝改
現在迄の 漢嚢数さ漢取りに分ける と猥モ 涯連の多い の l迂訳万 ）て全羨寝数の 牛割を 占の 双
＼訃輝の 2円1 、 タ ンヽ ベ｀ 1 、5 言l と芍 3 （�9芸）

サ 9 表 澳具 別 に 謬 漢獲 尾数

二三書雪：：口6。こ。！言
后

碑

九
。
は

正

詞

叡

は
｀て

の

和
琴
如

方
ゐ
リ

し

て
万

大

虹

転

数

く

活

否

尾

：
芽

寝湮

5

譴
四

二
二[

里

否
ジ

『
こ

忍

別
「

ぁ

月
t

言[
，

 

況
が

、
ウ
に

＼
月 ・

一
＿＿

＿

「ー'-
ー
ビ
ー
L
し
戸
ーL

ぽ） 不llJl l謀配告の 記叡幸預不侮のたの判哺セの も°‘

ホ 放流元年漠衷数
放和幻疇刀澳輯Iニヌ暉l浪I攻れ豆 は双流池呉の 選定上圭手京研究幸頂之、謬 立

｀
之

に 叩て知 u 左直 し 還廃太手は撰器栗の言P寺討哺IJ之ち 9 左筒吉色及透明色て は判読下fE
と 左 了 ・圧 も のガ割合に多 く 、 滴罪友数字忠出 し 盈た がつ たか丈体rJ)1頂iol I訂刊否 幸1出デ否も
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の と思ぶ。 即ぢ放流椛呉を汗合液荒と危完欣泥及苅南部二 3 大IJ レ、 夫々標寂萎の 色別に分け
否 こ 透8月 色及赤色1次沖合放流 、 大部分は地完欣荒1ご屎する 窟之 は氾宅I芍恥ビ 明礫ど四I」可
距

‘
古至 衝うは癖雫瞑冠流に区別l尼国 浪つ て以上の 観呉か ら結繋を阪、蚕のろ と 、

双茨！二禾す涌 リ ｀ 叢も 節畔の文き\.\ (J) l:t湖再部乏1 3、'2牛物 、 外湖ざは泄先放流が14 、3 5 %亡

沖合故流(6.25)
の 1 、 も 惜に当矛 '1 2 表 放流把要�I」 に謬漢惹率

禰獲尾数

三 I�
告十

ー

漠 獲 李

244 
7 1  
4 5 l 

l 3 6  0 ! 
43 6 | 

| 1 24 l 1 1 、 "3 5 % 
5 6  0 

"3 2  6 

6 、 7 5 %  - I 
S 3 '2 7  

つ てわ る 。

但 辺咲ほ
麟脱落 した
も の と明に詑
め らjU苓 毛 の
1 5尾及芸色ざ

ミU涼姪器V） 判
定に迂/)ぽ (!)

？ r項茫怜ヽ て

毛 ＇） で 下そ ←

翌己租きざ写キ頭l這酉四 可魂9せち否 ． 放況後4 ケ月 乏約1 穿切蔑荘卒さ月）こ且否，9
粥IJ ど が李止体予以下て古ろ 呉か ら 考へ苓 と 、 現在迄の藻嚢空切丈小 は、 窒採7消罪頭尉割）呉
から 兒 加ほ反対芍鰈芍見1-:J:す ,J)c::あ リ 枚布頭の選定上が ら 租皇華字四さ謬 a

参 考 幸 痕
本知城否は一 に暇印砂和捕にあ否 迂 ‘此呉 1二 ） い て 訊ゆろ男 刀 さ投 じた っ 迂J') 芍慄の
現l屯加芦り） は趣旨で誌させる下吻室伝と詑会品 1：：ぷ苓国収方法ざ布 つ右。 今后 の参考質斜
と し て速 へで匿きだ応
報窄 礫 閑 1= &: 否 宜 伝

之はラヂオ割器民の詩同 に放送 レ 全に各苛牌祐t に依頼し て報苺し 芦 。

例 1 束 郡 莉 而 鯉 戟 (5 月 '20 8 付 ）
ー コイ 背l＝漂識をつ け之茄流 ー万五屯翫： 病罰 成呉左調べ ろ ー

喉水産即検居ビ は ビ ワ浦の末産資源の輝寿常産を計ろため 、 淡水区末苦研究所の季託串業と U
て 、 コ イ の要識放流亡23 日が ら 三 印証

‘
ヮ 茄乏実施する 。

放吟丈さ は15C血 内外 の コ ィ ー 万五千尾雌 甲に セル0 '1 ド製 疇 （ 赤 、 齊 淡吉、 透8月 の
歪） ＇7)1Lをつ け、 ビ 暉 に放瓦 、 之 l こ ぷ‘_) 乙ビ 濯I�夕流さ」し左コ ィ がどれ産Iガ鴫され
益、 疇鱈兄疇ロコ浴訪乏

＇
、 こ 謬識の豆 コ ィ 蓬疇虚疇寄

癬碑組 、 克鵡踪麟 、 木 ・ 9 m人ヰ蔀取）月 8 点所 、 巨序京ど左報告百芥宝んて ゐ歪
苛告苔1＝は千ぬ<..

‘
し‘ 一本がお＜ られ苓 。
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(II） 木 面 の 特在に 向 す 苓 言固査

1 輿 虎涯違
本涸1まホ ン モ ロ コ (l)天窓産弔肛兄に つ ＼ ヽて涸査を行っ 方モnで ． 渇百日 臣反痴蚕尼t西lコ次J)通
リ で而ろ 。 汁一 次閲百ロクト河荘芦と し 、 オニ次涸杏1ま疇譴等に つ い て行→ 瓦

汁一次即宣 自 由llご ナ 五丑 五月十8
至 仝 五月ヤ三 8

仝 五 日二十二日
仝 五月二t1!!1日

惹閃密知J I I尻よ ＇） 索太那瀬田JI I鉄癒lご
至 る ‘団
苧両内湖 （ 奈汚月邪 ）
吾 根 沼 （ 彦ガ柑刊吏活知那 ）

臼
至 今 詞ニIB8 中 の 湖 （ 音主郡反袖固蔀 ）

五月二十五 日
仝 万月二わヤ日 祁刊 I I 内ミ祖 （ 祐 知 郁 ）

2 結 果
廿一 次 詞奎 （ 疇16)

疇翫筋て ほ 、 外湖麟と し 、 之 に注<·‘ 河） I I呵団翫麟l諜訊 LE 。
涸E 日時0) 回吐 、 次の4元団に が丁 ？窯月甲で屯こ送さ涸査 し 万．
(1) . 涯生郡即 l尻ぶ） 的ti罰野叩 I H t流に至 3区双
Q) 万よ ' J 和11戸村モ祠l に 至 弓 区煎
)) 若 よ ＇ ） 幸太郡宅m合 に至5 医恨
4) :aよ ' J 幸汰：両翻)I I秩ほlご至う 区煎

各潤亘中における老弄肛況R貶1¥!1お知 画 ＇） でTiス
{ J )  令莉J I I尻よ ＇ ）酬1 1 1-:lt流に至る区吠

f 、 ヽ1、 ‘、 モ0コ 壱荊逗
本応茨て 1す巷薔弔ば発兒出茉百力‘ , E。

口 、 芋弔保的河の紅
一般1： 戸生、1垣沙 ＜ 、 栄如 1 1尻后翌即芍部刊町 杞忍 泊辺'J) 四頁は囮危で 、 ヒキ シ ャウモ
97 0 E ． 亡 ン ニ ： モ臣ゥ汚野わ可 弓 。 蕗宝木面‘J) 欝守限界tJ: 1 米であっ 1=.

(2) 野洲I) I l北河お） 玉浬I l l天押J I I に 至る 区煎

1 宕秤荻況
極豹1-::宕翻が男 ラ オ1万 c 即ぢ不決世完マ コモ水面に匿が に 発兒 し Eタト ． 合囲某出t形E
に衿て防波用 に 匿かれて陸草の切行 に吉数老海これてゐ兄 本世王にl"J 、 肥AT床弔甲9こ
設宦されE妍瞑に1ま弓数の弄b吋酌1すられて ぬ万 。

疇�ヽ

口 肘直(J)悶
野iil l I Ht河尻附逍在臣 ）て 心輝一帯lご犀岳生し ． m 6暖1こ召ぶ‘ ， 苦生村固の＊芽衷宦Id
0 95 ~ 1 米 で ． 忠瞬l""Ji1}に L て 、 木車類の生吾l<l:頚吾で存l 1 • 

（了） 芙祖川ぶ） 芝 口寸＝歴に 至 う 区団
-13-



イ 産ヰ肥兄

な盤村下悦咄天 茂笠祖打毘脚 I I世完で 、 咀＃ i而根lご産苔 L て つ方 c 円 し 町忘t"l n庄広.t:

定藝的こ咳守出束 す弔 (])/荏径穿苓は殆＾ t:木面洋京！沢 れ ！江で布否 ．

西血天に は人 工麻寺設牒がホ リ 、 いつ｀、オし キ ラ数の可 が君：名され てゐだ 、

□ 附近(J)癖

畔陀完を臣い て は沿寿 一苧に1れ3間茫堵部米1こ亘 ぞJ 蒜生冗咤が布 リ 、 甲考(JI限度ば 的

米B至1. 1 米 で‘ ． 囲康1 其彫泥で‘セン ニ ‘／モ 、 サ ヽ ハモ t記J， 点在する 、 嘩を池完I頂き貸泥で

t: シ 、 サ ヽ ） ゞモ 、 カペプタ が代表的京宅(l) で 市 リ 、 表王木面(J'l m 1 師禾に尺ぶ •

釦 矢唸 よ ＇） 莱諜碑田 川芸惚に至 る 区団

イ． 荏秤茄兌

芦菅冠‘う 久保江把先に 亘 る世痴こ 9ぅて R•生世帝由 のマ コ モl二吉辛丁 る 1｀ が言まさ

れ 戸 配i113午前 9特ぶ） 1 01.Wで＼ 暁モ ｀ 無思 、 乗益 ． 木温中ご2D' C で応 瓦

き直 、 秤｝産付1ナ〒れだマ コ モー 採充斥栗 し て 、 湮南れ匹注II定 L 方が 、 平臼 7 () 7 程

き計へ 戸 ぐ 仝抱先 には人工斥弄設面が屑） ．、 突思 / ��\' I) 秤が者吾ど］し てl 汀三

□ . 罰哲（J吋澄宛

湘完―'ffil こ哀宅生 し て ぞ昆在す ろ 。 木熙J)F酬1記這 リ 合打で 毛四 I i i咄叩 迅 n�生

地I計包1お尼蒔で 而る 。

以仁 醗写ご取祖y)る と 力表J)通＇） で而 うが
‘
、 It が弓 完 可 と宇志百世煎1こ吟て Ii吾弄即 和 、

� \ I和卑 と守 っ て 肉IJ れて ゐるが 之：つ l l て ほ次に 迂 べ 弓 打芍西由ぅ弓 宍へ て は向すデぜ苺が

万 2

牙 1 3 衷 ホ ン モ ロ コ 左弄 諏 宣 竺 （ 磨 訂訊 昔 ）

二三こここ— d 36m b 昧l 1 , l1 1  

NU如 仝 上
—↑ °“―ー ・ 一 ← ー ． ← -•• - I C .!1 .-• •一 ・一
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考 冥

1 閥百詫匪恥広l )割台に 日 数皮課芭人芸が少京＜ ． 網窒が行囲h‘芽ヵ‘っ 方 �

2 本舒が弔 ，I) 訂宕巧I： 対すろ咲択任が強 い と若ヘラれつ こ と 頂防本商ぎ予Elコ閉 寸引 釈 リ ．

酎蓉物1:1マ コ モ ネ 面晦L頂丑 で産寺すろ 力津恥如1木草I弐環ラ れながつ方。 全般的 ご 貝

て此再宮存すべを〖擢加加 ） 幸ヴ 去 い ウ ろ 、 此如‘ 弓 人 T弔邦輝1<1適切で 酪手が写へ
筏

弓 4 \ ?) .
了 本閲百でI] 、 タド祖l下さ く句I 旧荘諏I認釦雨査出束をかっ モ手 。 之l;;t従末産弄朝に IJ中

譴 m 「t疇 L」 顎1まモ浬打甜軒井1こ布ろ芍神） l 嘩1記亨数贋ぽ祖辻謬 ヒ いウ 委6‘ ラ モ

之菩灯紅疇 モ雪菩で布ろ

4- ク怜訳nホ ン 干 0つ l'J蓑寄氾力が‘丈壱 ＜ ． 天侯 、 気翠Iご 支酉たれやすく 完苅が
‘
深萩圧た布ろ と 云

はれる が 眈等の言庄が ラ キ筒宦回改互弓 く する l困吾が
‘
ホ 9 万 c

閲百詞百中l ご秀l""tg 委（要圭衷四次衰 の速11 で而っ ァ4

� '1 4- 表 天 （幸 宗翠蓉涅IJ宗

冴 ＝ 次詣司 奎

1 ， 早 雌 内汗月 （ 町図 1 7 )

本＇蘭11弄喫‘ヰ秤竹 四下到甜院に市 ろ固面·)ll 6 平庁叶の 内湖で万っ て主と LてjtiRjで琵琶湖1こ

浬する 。 木究 2米内外で躙lこ は ヒ シ 、 了 ヒ モ 等が酌t L . )罪岱磁マコ モ ． 霰l ゴ唇11れ 、 的頁

(J)者秤出 と し て 零亨て 而う 。

案郎Fでl"I菩弄叩完IJ不良 で ． 暦が1ご汁5前妾1こ少‘沢奎弔 中 の モ の左癸民 L 万l コ固ぎ百か つ 万。

吉寺直伶 タナゴ類がま） で害す る m か
｀
患 弓れ 万 当 日 の可湿 29. 0℃ 木濡1芯2.0 、 o •c ( Pm 、?.30)

で 市っ 丈 c

2 . 蓄 瑕 沼 （ 町図1 8 )

完哀市反守知躙叩ご跨が り 西諜 約1平方粁 、 木悦1 ご よ っ て 外湖lご吾 L＇｀て 在ゑ ．屯写一呑肛湛ア要

町 ． 阿 マコ モが窓生 L て ゐる 。 弄l:;D竿即環 ． マ・コ モ 屯PJ)恨 、 ヒ シ等に埋忌ご打て ゐ万か

て の匝囲1コ 芦的否が‘ら 、 各前に散在 し てゐ方． ． 
本調査I ご 於ける君茜

・

面貰延40、5 m . 4.9 平 方 Il1で ホ ー て捏再唸埋可嗽Iま約41 万拉で あ0 た 。 目1l

ぢオ 日号�(fl画 ） て 詞 。 当 8 (}) 日 中水湿1ば 2 0 ~ 22° C で 〶っ方�．

45-
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奔

一

産
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一
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ー

表

―

U
J

一

ー牙

ー ロ ());. 0 月 し U‘J凶 1 5 )  ― 

涸式固別碑に探如J 西F和 7 l"j1 3 平古廿でオ浮で 2末m外 、 荏巨万｝頂rし四元産耳韮恒：
マ コモ宝冗 L 了 ヶ Prrv1水硲1ー ぷ っ て外湖1こ 通1ぞ· 。 可1討時

（ イ ） 、 ラモ 、 キ ン ギ ョ モ l 等！·-消T西 L 叉没芽1こ キ言苔さ れ て四＿

こ 屯月 （ 町図 1 8 )

1m浜て］屁う
J)マ コ モ

屯宰一帯r..:.1芍跨
流t1t シ

芍庁囲l:t次哀賊0く 、 進 2 2 2 米 。 ;1 2 t?4甲方米で 、 室位醗 （• I O CIll 平ぢ
1立て 、 唸�Iさ ？？ 3 ,4-S- 6 粒で汀i9 E e 当 日P 日中木空l:t '2 1 ~ 23 ゜ C て'T: •·'方 ．

当湮井沢 249

牙 1 6 表 ポ ンモ ロ コ 産 秤 如兄 （中謬 ）
ー・ •----- - --- -r砂面お雪ヤ＾’ -`--

I 守 和 (l);l 1 1虚詞

、 ·—こ．ーニ ー•J亘L瓦n- 4 
2 m x 知

- - - o - ”― .... ·疇“-·•· - ---

ロ ヒ シ 、 死秤 2 0 % ' 1 rn x 3 m  

厄ーー］=E:��三□□□：li7占 lN゜｀ t | マコモ 、 深采 。 I 5m X 30 m ! 1 1 5 ', 1 72 5. 0 0 0 ，， |  

廻五．o：•I
14只50 11 • i · • ..一 — - - - 9 

上竺巴l
-1 :i-



- -- -·" —- —•_ — •一
竺三ヲ -- l 四三 叫； ← .,、

コ モ 根 0.1')1 X 5 ' 
• 一• . . .

竺-ユ---」二竺．i-一ュニこ=:

言’：

恨 —+琴三・
1一霊塁： I

閻一::--—一 こ·.
4. （ 町図1 9 )

I l l前天＇：詞 I l 茫衣沼で オ舒に よっ て 外油尺昔壌でに 適じて ある 、 霰丈深序
？ 8  * 窄氾舵力に！芍荏 マ コ モ 、 筒嘩が行 ） マコ モ が希モ � l l ． 宕弔湛肝布ヨ酋［力‘3 ケ PTT

ぃ ， 而近ド路に1謂苫寺 1 て芍力‘` E 当 巳の日 中水苫 2万 • c ( ./\M 1 1 �1� [1 )  

,̀'’
 

月さ、·‘内枷

言
□
言

六

―
―

秤

一
芦 ． 豆岳 元＝

1 回役字 、 阪F序 、 右荒 o
と 芍 こ 杖•而ネ 固 の行任限奎 t.L て 茫J哩秤同晋 王iテ →ご、

町苫涼怜ごつ1・ヤ．
3 1 0 日干万で逗 り否注智3,tl •以 茫豆て 海1 卒 1 J. l1 : "'I で下る
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附 闊 1 楯 諏放慌旭氣図
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附 図 2 放況後の祠皇慮 （中 1 地 点 ）
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附琶 3 応靡筏の縁罰鳳I （粒地点）
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附 図 4 放言｛籾）＿霧勁 図 （兄麟）
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附 図 5 双流後の移動図 （加麟、） ・
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府寸琶 8 方冗嘉筏(/)移動図 （1' 7 11!! 点 ）

｀ 

サ令, 1

笥

こ恥j '0)-炉、 ＼ ，／ ＼ 仁—
-J 吋 （ぷ•“ \\ / \/ 

3v/./T 
---

！ 

／ー／
ただ ノ□＜口 I] ° 。 J i 

、 . / 

／ 
／ヽ ＼

/\ \ 
ご□ ＼ 

I / " o 
i / 

｀ ヽ9 11 ~---、

／
腎
ぐ

／
 

9,

‘,‘
 

／
＼

ガ
I

ー/
(‘
 

＂ 

J
 

ー
一



附 闊 り 放汎篠の縁動同 （力8地点）
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惰寸図 1 0 万父〉\冗{疫(j)謬曹tj 図 （か □詰 ）
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附 図 l ] 応応詞後の縁動図 ⑰ 1 0 麟 ）
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． 闘寸 図 1 2 万欠況後の縁動図 た 印翠直翻醍四恥も(/)
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厨図 1 4 開げ諺紗穆動図 矛こ B 及ネヨ 謬浣暉醜罫獅も(J)
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附闘 ］ り 履薗應オ面影惰濶 （ 魚揚痘 取板足数 1ごよる ）

こ
，

 

仝
沃
川

’ ·
 

：
 

ロ

．
仄。

ダ｝

そ．』
しri

索
ら

バ

北

界． u

診y

ウ

一＂

‘.
\
\4
,

 lif9 

ノ’

゜
こ

x
 

, )j. "、 •ト

'" i~. )・人 t 

1 9 ; 礼

ヽ氏 9也 ： 



；

 

云 �丑
"' t::.  

て王 可
て

ま5 目

＼
 

）
 

／
 

二

伊

庭

i

ご．マ

久

f
し

．

＼
ノ．

I9

/

、

文、 ‘,‘

戸

l

〉
X

{

f
ノ

／～

し

｝

i
•

9,

9

/

-

f’
I
、

/

i,
q

x

x

x

 

農

／

／
し
[‘、 ‘
、 '
ダ

中
で
：

戸�
）

: 1

\
)

)
 

.

r

→'
\

ジ

／
 

]

イ

Iり
芯 V f. 

か ,.,/ - � �
!t

勿

幻 xI 
ふ x、 i（ 尼 ·I l l

翅ご―—

、、 Ir
＼ 

メ
'. . ( 

X ')  ) 、し｀ ／ 
1 1 . 、ゞ‘J i •ヘーみ？ ，．、ゞ―` ` \ \ 1 \ ．ヽ．．」， 、
r X̂ \, \\ 

` ‘: ) 

しt 4 , 
＾ もf

．，
 
:

J
 7

-
f •
 

r
 

9

9

 

.
.

 

』
＼

＼
／ー

ロ

ヽ
．
r

り

、，
＼い ・
J

x.

5i

.

し

0
9
‘
-

X

、

メ

く
・

ヽ

n
­

.
,

\

l'

L
 

L
3
 

X

7'
 

Y 

一

2 3  x 、
し
、

ブl
r'i'\

 

辺 沢◎

犀
二

え ＇／ も 。 新 大 哨

ゞと 人 ・ヽ

玉5
，
ヤ＇

．� 

附闊 16 t D ]産卵調査 （ 覧閲闘）
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附 図 1 7 肥 産卵調百 （ 早誦究訊 ） 5 月2 2 8
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附 図 1 9 飩足卵 謂査 （ 中 の洛目 ） 自 5 月 2 4 8 至 5 月 2 B
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